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2018年３月期通期業績予想との差異及び 

剰余金の配当（記念配当）に関するお知らせ 

 

 

2017年11月８日に公表いたしました2018年３月期（2017年４月１日～2018年３月31日）の通期業績

予想と本日公表の実績値に差異が発生しました。また、2018年５月９日開催の取締役会において、

2018年３月31日を基準日とする剰余金の配当（記念配当）を行うことを決議いたしましたので、下記

のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想との差異 

（１）2018年３月期通期連結業績（2017年４月１日～2018年３月31日） 

 

売上高 営業利益 税引前利益 

親会社の所

有者に帰属

する当期利

益 

基本的１株

当たり当期

利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 280,000 58,000 58,000 41,500 199.24 

今 回 発 表 実 績（Ｂ） 281,935 59,078 58,117 39,222 188.29 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,935 1,078 117 △2,278 － 

増 減 率（％） 0.7 1.9 0.2 △5.5 － 

(ご参考)前期実績 

(2017年３月期） 

 

249,899 

 

51,701 

 

48,946 

 

40,636 

 

195.31 

 

 

（２）理由 

連結売上高につきましては、EMEA及び中国所在地の増収に加え、為替レートが想定よりも円安に推

移したことにより前回予想を上回りました。利益面につきましては、為替差損の計上があったものの、

増収効果や販売費及び一般管理費の抑制等により、営業利益及び税引前利益が前回予想を上回りまし

た。しかし、親会社の所有者に帰属する当期利益は、米国税制改正に伴う一時的な繰延税金資産の取り

崩し等により税負担率が上昇したことから、前回予想を下回りました。 

 



 

２．剰余金の配当 

（１）配当の内容 

 決  定  額 
直近の配当予想 

(2017 年 11 月８日公表) 

前期実績 

（2017 年３月期） 

基 準 日 2018 年３月 31 日 同左 2017 年３月 31 日 

１株当たり配当金 

36 円 

（普通配当 30 円） 

（記念配当６円） 

30 円 30 円 

配当金総額 7,506 百万円 － 6,245 百万円 

効力発生日 2018 年６月 25 日 － 2017 年６月 26 日 

配 当原 資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

 

（２）理由 

当社は、2018年２月20日をもちまして創立50周年を迎えました。これもひとえに株主の皆様をはじ

め、関係各位の温かいご支援の賜物と心から感謝申し上げます。 

つきましては、株主の皆様の日頃のご支援にお応えするため、2018年６月22日開催予定の定時株主

総会におきまして、予定しておりました期末配当30円の普通配当に、創立50周年記念配当６円を加え、

合計配当36円をご提案申し上げる予定でございます。 

これにより、既に実施いたしました中間配当金30円とあわせまして、年間の配当金については、前回

予想の１株につき60円に対し６円増配の66円となる予定です。 

 

(参考)年間配当の内訳 

 
１株当たり配当金（円） 

第２四半期末 期末 年間 

前回予想（2017 年 11 月８日） 30 円 30 円 60 円 

当 期 実 績 30 円 

36 円 

（普通配当 30 円） 

（記念配当６円） 

66 円 

（普通配当 60 円） 

（記念配当６円） 

前期実績（2017 年３月期） 28 円 30 円 58 円 

 

 

以 上 


